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ネットオフ株式会社 

 

『イーブックオフ』がauのEZweb公式メニューとして提供開始！ 
～ ドコモ、ボーダフォンに続いて携帯３キャリアでの利用が可能 ～ 

 
 

日本最大級のオンライン中古書店 eBOOKOFF（ www.ebookoff.co.jp ）を運営するネットオフ

株式会社（本社：名古屋市、代表取締役：黒田武志、以下、ネットオフ）は、本日 2 月 9 日(木)より、

au（KDDI 株式会社）の EZweb 公式サイトとして eBOOKOFF 携帯サイトをオープンします。これ

により、既に公式サイトとして提供している株式会社 NTT ドコモの「i モード」、ボーダフォン株式会

社の「Vodafone live!」とともに、eBOOKOFF サイトを携帯３キャリアで利用できます。 
 
■ EZweb 公式コンテンツ「eBOOKOFF」へのアクセス方法 

【EZ トップメニュー】 → 【カテゴリで探す】 → 【TV・メディア】 → 【マガジン】 
または、 
【ショッピング＆オークション】 → 【au でオカイモノ】 → 【本・CD】 → 【本】または【CD】 

 
■ 会員登録・コンテンツ利用料： 無料 
 
■ イーブックオフ au 公式サイトの特徴 
１． 中古本、コミック、CD、DVD、ゲームソフトが約 30 万タイトル、150 万点の品揃え 

豊富な品揃えの商品群から、いつでもどこでも携帯サイトからお買い求めいただけます。また、

人気の激安セールやコミックセットも携帯サイトから利用できます。 
・ 「激安セール」では本、コミックなどを 105 円からのお値打ち価格で提供 
・ 「コミックセット」では人気コミックの全巻、最新刊をまとめて購入可能 

 
２． 「入荷メール」の利用がより便利に 
入荷メールはサイトにお探しの商品が無くても、入荷次第、お客様へお知らせするサービスです。

入荷メールの受け取り先を携帯メールのアドレスに設定しておけば、外出先でも、すぐにサイトに

アクセスして商品を購入できます。人気商品が一刻も早くほしいときにはとても便利です。 



 
３． 携帯サイトからも買い取りサービスの申し込みが可能に 
イーブックオフが提供する全ての買い取りサービスの申し込みを携帯電話からも行うことができま

す。お手持ちの商品を自宅にいながら売りたい、コンビニから売りたい、一品から売りたいという

お客様の様々なニーズに対応しています。 
 
４． ポイントの利用 
お客様は商品の購入と買い取りのときに、購入金額や買い取り商品の点数に応じて「イーブック

オフポイント」を獲得できます。特に買い取りの際、イーブックオフが査定額を支払うときには、お

客様は現金だけではなく、ポイントでのお受け取りも選択できます。その際、イーブックオフは査

定額に対して 10％上乗せしたポイントをお支払いします（一部の買い取りサービスを除く）。獲得

したポイントは、次回以降の購入時に利用できます。 
 

■ キャンペーンの実施 
au の EZweb 公式サイトオープンにあわせて、2 月 9 日から 28 日まで eBOOKOFF では

「EZweb サイト OPEN キャンペーン」を実施します。 
期間中、EZweb サイトから eBOOKOFF サイトに新規会員登録をした方の中から 20 人に 1 人

に抽選で、「イーブックオフポイント」を 500 ポイント、プレゼントいたします。イーブックオフポイン

トは次回の eBOOKOFF サイトでのお買い物に 1 ポイント＝1 円でご利用いただけます。 
 

※ EZweb は KDDI 株式会社の登録商標または商標です。  
※ 「i モード」及び「i-mode」ロゴは NTT ドコモの登録商標です。  
※ Vodafone、Vodafone live!は、Vodafone Group Plc の登録商標または商標です。 

 
【ネットオフ株式会社】  
ネットオフ株式会社（本社：愛知県名古屋市、設立年月日：2000 年 7 月 27 日、代表取締役社長：黒田武志）は、 
オンライン中古書店「eBOOKOFF（イーブックオフ）http://www.ebookoff.co.jp/」を運営し、Web サイト上で本・

CD・DVD・ゲームソフトの買い取りと販売のサービスを提供しています。2006 年 2 月現在の会員数は約 70 万人、

商品数は約 30 万タイトル、在庫量は約 150 万点で、インターネット上の中古本ショッピングサイトとしては日本最大

級を誇ります。また、ネットオフは、「自宅に居ながらリサイクル」をコンセプトに、あらゆる商材を取り扱う総合リサイク

ル企業として 21 世紀型循環社会の構築に貢献していきます。 
 


